
 

 

 

 

 

「はじめの一歩」を踏み出す力 

 

      「はじめの一歩」を踏み出す力  静岡県養護教諭研究会  

副会長  岡村 めぐみ 
『一分八間』 

（弓道からの言葉で、手先の「一分（３ｍｍ）」の狂いが、的に届くときには「八間（１４．４ｍ）」

もずれてしまうことをさします。） 

１学期の始業式に、校長先生が、生徒に向けて示してくださった言葉です。「始めが肝心」「目標をし

っかり持って一年のスタートを踏みだそう」というお話でした。その時、私は、話を聞きながら、こん

なことを考えていました。 

◇「始めが肝心」…保健室での生徒への対応で考えると「初期対応、初期判断」かな…。 

◇来室した時に目を合わせた瞬間や最初に言葉を交わした時から、「初期対応」は既に始まっている…。 

◇瞬時に表情を意識したり言葉を選んだりすることは困難だけど、普段からの心の持ち方や生徒との

かかわりで、その時、その生徒に適した表情や言葉が出せるようになりそうだな…。 

◇ということは、「最初」を狂わせないための日頃からの準備も大事だな…。 

◇それでも狂いが生じてしまったときに、修正できる力、対応力や応用力も持っていたいな…。 

◇そのためには、人間関係、知識や経験も大切にしたいけど、自分自身が健康であることや、心のゆ

とりも大切な要素になりそうだな…。 

 ◇「はじめの一歩」をどんな心意気で踏み出すか、そのタイミングや方向性、手段も大事…。 

 ◇「はじめの一歩」を踏み出す時に、背中を押してくれる人、手を引っ張ってくれる人や手をつない

で一緒に協力してくれる人の存在も大きいな…。そんな存在にもなれたらいいな…。 

 ◇やっぱり、人とのつながりって大きい。人との出会いを大切にしよう…。 

 ◇「最初（はじめ）・出会い」の緊張や危機感、希望、期待をきちんと受け入れて、適切な対応や一歩

を踏み出したいな…。さらに、様々なつながりを大切にして前進していけたらいいな…。 

そして今、一日の「始め」である朝の出会いを大切にしながら、生徒の笑顔を心のゆとりに変えて、

日々の小さな一歩を踏み出しています。下校時の生徒の様子をみながら、その日の『一分八間』を振り

返っている毎日です。そんな中、日々感じるのは、一歩を踏み出す原動力の大切さです。それは、習慣

や経験、知識だったり、人とのつながりだったり、様々なことが考えられます。静岡県養護教諭研究会

の各研修や活動、組織力もその原動力の一つだと思います。一役員として「養護教諭の職務を再構築し

よう…実践力の向上をめざして」に向けての活動を通して、「養護教諭としてできること、求められる

こと」を追求していきながら、いつでも自信を持って「はじめの一歩」を踏み出せる力を蓄えていきた

いと思っています。 
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 静岡県養護教諭研究会  

代 表  土屋 直子  

（沼津市立第四中学校） 

 

 

掛川市・菊川市・御前崎市の小学校３６校・中学校１４校の５０人で小笠地区養護教諭研究会を構

成しています。この組織が今大幅交代期で年齢構成が不安定な時であるため、「連携と育成」をキー

ワードに組織力、そして個人の実践力を実務を通して高めていきたいと活動しています。研修面では、

養護教諭の資質向上をめざし、身近な先輩養護教諭から直接指導を受け、執務上のスキルをそれぞれ

に確認し、今後のスキルアップを目指す研修会を計画しています。 

 また来年度は、静岡県教育研究会学校保健研究部では初めてとなる、榛原・小笠合同夏季研究大会

が開催されます。小笠では平成２２年度に大会を実施したばかりであるということもあり、今大会で

はサポート的立場となります。他地区と連携しながらの組織運営は初めてのことですが、本大会が会

員皆様の資質向上に資するものとなるよう、地区一丸となって取り組みたいと考えます。    

地区紹介 小笠地区 

 

 



 

       

                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
   ６月 20 日、「県教育会館」にて、たちばな 57 号編集委員会、実践事例集 14 編集委員会、調査研 

委員会、ホームページ編集委員会が開催されました。 

一部の調査研究委員は、平成 25 年度から継続となります。どうぞ、よろしくお願いします。 

 

☆委員長、★副委員長、（役）役員、（東・中・西・静東・静西）各地区 

 

たちばな 57号編集委員会  

☆青木 規子（役）静岡市立森下小学校     ★浅野 慶子（役）浜松市立曳馬中学校 

  油井千代美（役）焼津市立大村中学校      竹内 美保（役）沼津市立静浦小中一貫学校  

  蓮池 有美（東）富士宮市立北山小学校      坪井千保美（中）静岡市立清水三保第二小学校 

鈴木 理枝（西）浜松市立竜禅寺小学校      

 

実践事例集 14編集委員会                         

☆岡村めぐみ（役）伊東市立南中学校      ★知覧 典子（役）富士市立吉原小学校  

  鈴木 章代（役）磐田市立神明中学校      鈴木由里子（役）沼津市立愛鷹小学校  

鈴木かおり（東）函南町立東小学校       土屋 洋子（東）三島市立山田小学校 

加藤 美穂（東）沼津市立金岡中学校      田中 直子（中）焼津市立東益津中学校      

勝沢たえ子（中）川根本町立中川根中学校    浅岡あかね（中）掛川市立大坂小学校       

永井有理恵（西）袋井市立袋井北小学校     山口みち子（西）浜松市立浜名小学校       

伊藤 紫乃（西）浜松市立雄踏中学校 

 

調査研究委員会 

☆山﨑 永子（役）掛川市立第一小学校     ★渡邉 由佳（役）西伊豆町立賀茂小学校  

森嶋 晃子（役）浜松市立赤佐小学校      中村  綾（役）静岡市立清水興津中学校  

北島 芳美（東）三島市立西小学校       大石 陽子（東）裾野市立向田小学校 

杉山 奈穂（中）静岡市立藁科中学校      辻野 克美（中）掛川市立横須賀小学校  

宮川 仁美（中）静岡市立久能小学校      伊藤 寿子（西）浜松市立曳馬小学校 

中安絵里子（西）磐田市立豊岡東小学校     前田 志保（西）浜松市立葵西小学校 

 

ホームページ編集委員会                              

☆足立 郁代（役）浜松市立与進小学校       

★山村恵美子（役）牧之原市立菅山小学校  

岩谷 知子（東）下田市立稲梓小学校       

定石 美佳（中）島田市立伊太小学校 

池田 祐子（西）湖西市立新居中学校 

 

 

 

 

 

 

 

             

                                                

                

   

＜夏季研修会のお知らせ＞ 

 日 時  平成 26 年 8 月 1 日（金） 13 時 30 分～16 時 10 分 

 会 場  静岡市清水文化会館マリナート 

 内 容  宮城県子ども総合センター所長 本田博彰氏を講師にお迎えして、「心の健康･･･

災害支援と学校・養護教諭の役割」と題して講演を行う予定です。 

＊本研修会は、当日午前から開催される静岡県教育委員会主催の講習会に引き続いて行います。 

 


